太平洋を横断するクエーカーの平和： 戦前・戦中・戦後におけるエスター・B.ローズの活動を中心に by 郷戸 夏子
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属は 1943 年になるまではフィアラデルフィア年会であり、AFSC の活動はあくまでもボラ
ンティアとしての活動であったと考えられる。ローズの高い日本語能力と人々に対する姿






































 多くの人びとが食糧不足でギリギリの生活をするなかで、1946 年 11月 30 日アメリカか
ら救援物資をのせた船が横浜に到着した。この救援物資はアジア救援公認団体（Licensed 





ーズは、ララに参加した AFSC の駐日代表の一人として、1946 年 6月に再び来日を果たし
た。 
 ローズは、ララの結成時から終了まで駐日代表として活動した唯一の人物であり、彼女が
ララ物資の活動において中心的な役割を果たしたことは明らかである。1946 年 6月 22 日に
神奈川県の厚木飛行場に到着したローズは、横浜から東京へ向かうバスから見ると「ほとん
どが平らになっていて、壊れた瓦礫の山がまるで地震のあとのようでした」と荒廃した日本
の様子を日記に記した。また東京に近づくと、「戻ってきた喜びと動揺した悲しみが入り混
じっていましたが、喜びの方が大きかったです」と日本に戻ってきた喜びを語った。到着後、
ローズはもう一人の駐日代表であるマキロップ神父とともに厚生省を訪問し、ララ物資に
ついて説明した。二人は来日直後に、厚生省を訪問し、ララの計画を日本政府に伝えたこと
からも、日本の食糧事情が非常に逼迫していたことがわかる。その一方で、ローズは日本到
着後すぐに、普連土女学校やフレンド派のミーティングハウス、津田塾に頻繁に通い、友人
との時間を楽しんだ。 
 AFSC の駐日代表としてのローズの役割は、一つ目に日本側との協力のもとララ物資を届
けること、二つ目にさまざまな地域の施設の状況を調査し、何が必要であるか、適切に物資
が配布されているかを確認することであった。三つ目がAFSC との連絡であった。これらの
活動は全てが連続し、円滑に物資を各施設に届けるためにはどれ一つ欠かせない仕事であ
った。またローズの立場は、ララ物資を円滑に進めるための「調整役」でもあった。 
 特に戦前の日本を知るローズは、戦前からの変化を細く観察し、AFSC に報告した。ま
た関西地方への視察では、乳児院や児童福祉施設、養護院、母子寮などの施設を中心に訪
問し、子供達のおかれた状況と栄養状態の悪さを知った。そして、ローズはまず、子供た
ちのミルクを最優先とし、本国のAFSC に救援物資の要求をおこなった。最も弱い立場の
人々に寄り添う姿勢は、フレンド派の人々がこれまでの歴史において、繰り返してきたこ
とである。戦争孤児や戦争未亡人の状況を少しでも改善することが、フレンド派としての
ローズの信仰の実践であったと考えられる。また救援物資に加え、精神的な充足感を与え
るために、クリスマスプレゼントを送ることも計画された。このような配慮は、AFSC が
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戦時中の日系アメリカ人に対しても心がけた点であり、ローズはアメリカでの経験を日本
でも応用し、救援活動の重要な点であると考えていたことが明らかとなった。 
 このような活動の背景には、ローズの活動を支えた人々が存在し、彼らとの関わりは救
援活動の一端を明らかにする上で重要となる。ローズの活動を支えた人々として、主にフ
レンド派の人々が挙げられる。1947 年 8月の軽井沢でのリトリートには、皇室の家庭教師
であるエリザベス・G. ヴァイニングを始め、フレンド派の鞍馬菊枝、普連土学園校長の石
田トシ、普連土学園教師の浦口眞左や島崎折江（のちに、普連土学園校長）、ララ中央委
員会の鮎沢巌などが集まった。またフレンド派ではないが恵泉女学園学長の河井道も参加
していた。ローズの書簡には、彼らとの軽井沢での日々が綴られており、彼女の周囲に日
米の友人、特にクリスチャンが多く存在した。この点はGHQ の将校たちとは異なる点で
ある。ローズは日常的に日本人と交流することで、日本というものを実体験し、日本人の
生活状況などを理解した。この経験ははローズが物資を手配する際に有益に作用し、日本
人とのネットワークは分配の際に非常に役立ったと考えられる。 
 また物資を幅広く集めるため、ローズや駐日代表のバット博士、鮎沢巌、ヴァイニングな
どがアメリカでの講演旅行へ向かった。それぞれ出発した時期は異なるが、この講演旅行の
目的はアメリカ、特に日系アメリカ人にララ物資の報告と日本政府に代わり感謝の意を伝
えることであった。そして、日本の現状を伝え、継続的な資金援助、物資の調達を図ること
を目指し、彼らはアメリカでの講演旅行を積極的に行った。 
 このよう日米の人々の尽力によって集められたララ物資に対して、日本人からの感謝の
手紙送られた。ララ物資を受け取った人々からの感謝の手紙には、アメリカへの感謝の言葉
が綴られたが、多くの物資を日系人が送ったということは理解していなかった。その一方で、
ララ物資は受け取った日本人が平和や民主主義を考えるきっかけとなったと考える。この
ことは、平和や民主主義の思想を上からの制度としてではなく、実物の救援物資を通して
人々に伝える役割を果たしたと考えられる。 
 また「戦争自体が悪である」という立場に立つローズは、AFSC の新たな事業として、国
際学生セミナーを企画した。戦後、敵国同士たった若者たちが対話を通して、互いに理解し
合い、将来、平和を実践する人物となるよう期待を込めてこの活動は開始された。そして、
その根本には、平和主義と一人一人の人間の可能性を信じるフレンド派の信条があったと
考えられる。 
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 このようなローズの活動を支えた日米のクリスチャンネットワークは、ララ物資の分配
や、調査、国際学生セミナーの運営において彼女を支援するものとなった。 
 
終章 
 以上のことから、本研究を通じ分かったことが四つある。 
 一つ目に、エスター・B.ローズの平和主義についてである。ローズの平和主義は三つの観
点からみることができる。一つ目に、救援活動を通して、実践する平和主義であったこと。
関東大震災や日系人への救援活動、ララ救援物資の活動を通して、ローズは自らの信仰を実
践した。このことは、言葉ではなく行動として、平和への道を示すことであった。特にララ
物資を通して、日本人の健康状態を改善し、早く安定した生活となるよう、ローズは多くの
時間をこの活動に割いた。ララはローズにとっての平和主義の実践であった。二つ目にロー
ズの平和主義は「人類はどの国に属していても、皆之神の愛子である」という信仰に基づく
ものだったということである。これは、第一次世界大戦に際しローズが記したことである。
第二次世界大戦後の日本においてもローズは「日本だけが誤った戦争を仕掛けたのではな
いと思います、（中略）戦争をするのはどちらも悪いのです。又どちらも責任を負わなけれ
ばなりません」という考えを明らかにした。これは、人間はみな神の子供であり、等しく平
等であるという万人司祭の考えにフレンド派の平等主義の教義に基づく信仰である。平等
の観点から考えると、ローズは、戦争に参加したどちらの国も等しく責任を負う必要がある
と考えていた。そして、三つ目に、ローズの平和主義は、戦後の和解、復興計画を視野に入
れていた点である。AFSC は戦後の日本においてかつて敵国同士だった人々を集め、和解の
プログラムを実施した。ローズはこの国際学生セミナーについて「一番決定的で、効果的な
平和教育計画であった」と語っている。このような和解のプログラムを通して、理解し合い、
赦し合うことが、人々が再び立ち上がるためには必要であった。フレンド派の人々は、全て
の人が「内なる光」をもつと信じていた。かつてフレンド派の人々は敵同士であっても、全
ての人は等しく尊い存在であり、理解し合うことができると信じ、それが平和主義につなが
っていた。 
 ローズが、平和や平和主義に関して深く語ることはあまりなかった。しかし、彼女の行動、
すなわち救援活動からは、人々の生活を支え、安定した日々を送ることを目指した活動であ
った。このような救援活動を行うことが、ローズにとっての平和主義であった。ローズの平
和主義はフレンド派の信仰そのものであった。 
 11 
 二つ目に、研究を通してわかったことは、エスター・B.ローズは、占領軍にとって、特別
なポジションにある重要人物だった点である。戦後、AFSC の駐日代表として来日したロー
ズは、厚木基地に到着し、GHQ の宿舎に滞在した。つまり、GHQ と限りなく近い存在であ
った。占領軍のジープを自由に使用し、占領軍専用列車に乗っていた彼女は、GHQ の持つ
特権を十分に使用していたこの意味で、ローズはGHQ の側に立つ人間であった。その一方
で、長期にわたる日本での活動から日本語を理解し、日本の文化を知るローズの日本への眼
差しは必ずしもGHQとは一致しない。特にローズは救援物資に関しては日本人の側に立ち、
アメリカやGHQ との交渉を行なっていた。また食糧不足の日本において、ローズは自ら野
菜を育てており、日本人に近しい生活を試みていたと考えられる。このことは、占領期にお
いて、ローズがGHQ の人々とは、異なる目線、すなわち日本側に立とうとしていたことが
わかった。ローズの視点から占領期みることで、GHQ側からでもなく、日本人の側からで
もない第三の視点から占領期を検討することが可能となる。このように占領期において
GHQ とは異なる立場で日本に滞在した人々は、宣教師など少数存在したが、これまで研究
ではその活動が十分明らかとはなっていない。この点に関しては、今後の課題としたい。 
 三つ目に、ララ物資は、アメリカの民主主義と平和主義を示す役割の一端を担ったという
ことである。ララは、上からの制度として日本人に与えられた民主主義や平和主義とは異な
り、物資という実物を通してアメリカの善意（Good Will）を伝え、日本人に民主主義や平和
主義を考えるきっかけを与えた。思想としての平和主義や民主主義を実体験として経験し、
そのギャップを埋める役割としてララ物資が効果的に働いたと考える。多くの人々が空腹
の時に配布されたララ物資は、「天降る贈り物」の一つとして、日本人に受容されたと考え
る。 
 四つ目にほ本研究を通して明らかになったのは、ローズの活動を支えたクリスチャンネ
ットワークの存在である。アメリカのフレンド派と日本人の繋がりは 19 世紀後半からはじ
まった。ローズ自身も来日し多くの人々と友人となったが、このようなネットワークは戦後、
ララ物資や平和教育を展開する上で大きな役割を果たした。ローズを中心としたクリスチ
ャンネットワークはフレンド派にとどまらず、さまざまな人との交流が含まれていた。特に
戦後ローズが再来日した際には、河井道、神谷美恵子、星野あいなどに会い、普連土女学校
や恵泉女学園、津田塾を訪問した。またフレンド派の鮎澤巌や皇室の家庭教師ヴァイニング
は、それぞれララ物資をより多く集めるためにアメリカに講演旅行に向かった。そして、国
際学生セミナーでは高木八尺やヴァイニング、上田辰之助、前田陽一、神谷美恵子など戦前
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からローズの知るクリスチャンが講師として参加した。このような日米のクリスチャンの
友好的な関係を若者に見せることも、和解のプログラムにおいては必要であった。戦後日本
においてフレンド派は、このような顔の見える対話のプログラムを通して相互理解、ひいて
は日本における平和の実現を目指した。 
 最後に、本研究の目的は、戦後日本における平和主義の系譜を明らかにすることであった。
そのため、本研究では、その一端としてフレンド派における平和主義の影響を検討した。検
討しなければならない点も未だ残るが、エスター・B.ローズという、一人の女性の活動を通
して、日米におけるフレンド派の平和主義の一端を明らかにできたと考える。 
 
